
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 クリスマス 燭火讃美礼拝 

２０２５年１２月２０日（土）１８時 

日本基督教団 洛北教会 
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燭火讃美礼拝式次第 
 

                 司式・説教  久保田拓志 
奏楽          

オルガン  中西百合 
バイオリン 中西寛嗣 

合唱   洛北教会聖歌隊 
指揮       太田 茂之 
聖書朗読     林  加穂 

 
前奏・黙祷 

J.S.Bach『クリスマスオラトリオ』より 

         第31番「わが心よ、この聖なる奇跡を」 

 
 
A礼 拝 招 詞     EA    イザヤ書60章１～２節 
 
起きよ、光を放て、あなたを照らす光は昇り、主の栄光はあ
なたの上に輝く。見よ、闇は地を覆い、暗黒が国々を包んで
いる。しかし、あなたの上には主が輝き出て、主の栄光があ
なたの上に現れる。 

 
 
讃  美  100「生けるものすべて」(一同起立) 

お手元のペンライトをお使い下さい。 
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2．きみのきみなれど マリヤより生れ うまぶねの中に 産声をあげて 
おのがみをば あたえたもう つみびとのために 

3．とこしえの光 暗き世にてりて み使は御子を かしこみてあがむ 
いざわれらも ほめうたわん いとたかき君を 
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祈  祷             久保田拓志牧師 
 

 

聖書朗読 

イエス・キリストの誕生の次第はこうであった。母マリアは
ヨセフと婚約していたが、一緒になる前に、聖霊によって身
ごもっていることが分かった。夫ヨセフは正しい人であった
ので、マリアのことを表沙汰にするのを望まず、ひそかに離
縁しようと決心した。このように考えていると、主の天使が
夢に現れて言った。「ダビデの子ヨセフ、恐れずマリアを妻
に迎えなさい。マリアに宿った子は聖霊の働きによるのであ
る。マリアは男の子を産む。その子をイエスと名付けなさい。
この子は自分の民を罪から救うからである。」このすべての
ことが起こったのは、主が預言者を通して言われたことが実
現するためであった。 
「見よ、おとめが身ごもって男の子を産む。 
その名はインマヌエルと呼ばれる。」 
これは、「神は私たちと共におられる」という意味である。
ヨセフは目覚めて起きると、主の天使が命じたとおり、マリ
アを妻に迎えた。しかし、男の子が生まれるまで彼女を知る
ことはなかった。そして、その子をイエスと名付けた。 

(マタイによる福音書1章18～25節) 
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合  唱              聖 歌 隊 
 

“This is Noel” より第1曲 
「喜びの声をあげよう」 

作曲: K. K. デイヴィス 訳詞: 森里信生 
ハレルヤ  
喜びの声上げ、新しき歌を。 
高らかに歌えや、この良き調べを。 
神の愛、神の平和、今ぞなれる。 
たたえよや主のみわざ、共に集いて。 
歌えや、祝えや、この良き日を歌えや。 

 
 
聖書朗読  
 
エッサイの株から一つの芽が萌え出で 
その根から若枝が育ち 
その上に主の霊がとどまる。 
知恵と分別の霊 
思慮と勇気の霊 
主を知り、畏れる霊。 
彼は主を畏れることを喜ぶ。 
その目の見えるところによって裁かず 
その耳の聞くところによって判決を下さない。 



 

- 5 - 

弱い者たちを正義によって裁き 
地の苦しむ者たちのために公平な判決を下す。 
その口の杖によって地を打ち 
その唇の息によって悪人を殺す。 
正義はその腰の帯となり 
真実はその身の帯となる。 

(イザヤ書11章1～5節) 
 
 
 
 
合  唱              聖 歌 隊 
 

“This is Noel” より第2曲 
「エサイの根より生い出でたる」 

 
エサイの根より生い出でたるくすしき花は咲きそめけり 
主は麗しき姿もなく、美しき形なく生まれましぬ。 
彼は侮られて人に棄てられ、 
悲しみの人にして悩みを知れり。 
主は我らのために懲らしめを受け、 
我らに安きを与えたもう。 
エサイの根より生い出でたるくすしき花は咲きそめけり 
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“This is Noel” より第3曲 
「良き知らせは羊飼いに告げられた」 

 
野に群を守る牧人らに、 
み使いは告げぬ、良き音信、良き知らせを。 
世の民らよ聞け、恐れるなよ、 
慰めと喜びの訪れ、良き知らせを。 

 
“This is Noel” より第4曲 
「天使の歌」 

 
栄光、高き神にあれ。地には平和、人にあれや。 
救い主イエスは、今日ダビデの町にて 
生まれたもう。 
汝らは見ぬ。幼な子の、眠れるを。 
栄光、高き神にあれ。地には平和、人にあれや。 

 
 
 
 
 
聖書朗読  
 
イエスがヘロデ王の時代にユダヤのベツレヘムでお生まれに
なったとき、東方の博士たちがエルサレムにやって来て、言っ
た。「ユダヤ人の王としてお生まれになった方は、どこにおら
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れますか。私たちは東方でその方の星を見たので、拝みに来た
のです。」 
これを聞いて、ヘロデ王は不安を抱いた。エルサレムの人々も
皆、同様であった。王は祭司長たちや民の律法学者たちを皆集
めて、メシアはどこに生まれることになっているのかと問いた
だした。 
彼らは王に言った。 
「ユダヤのベツレヘムです。預言者がこう書いています。 
『ユダの地、ベツレヘムよ 
あなたはユダの指導者たちの中で 
決して最も小さな者ではない。 
あなたから一人の指導者が現れ 
私の民イスラエルの牧者となるからである。』」 

そこで、ヘロデは博士たちをひそかに呼び寄せ、星の現れた時
期を確かめた。そして、こう言ってベツレヘムへ送り出した。
「行って、その子のことを詳しく調べ、見つかったら知らせて
くれ。私も行って拝むから。」 
彼らが王の言葉を聞いて出かけると、東方で見た星が先立って
進み、ついに幼子がいる場所の上に止まった。博士たちはその
星を見て喜びに溢れた。家に入ってみると、幼子が母マリアと
共におられた。彼らはひれ伏して幼子を拝み、宝の箱を開けて、
黄金、乳香、没薬を贈り物として献げた。 

(マタイによる福音書2章1～11節) 
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合  唱              聖 歌 隊 
 
“This is Noel” より第5曲 
「東方の博士」 

 
我らは来たりぬ、はるけき国より。 
星に導かれ、野山越えて。 
くすしく輝く星の光よ、我らを導けみ子のもとへ。 
我らの持ち来たれる貴き宝。 
メシヤのみ前に供えまつらん。 
よろずを統べますメシヤは生まれぬ、 
我らは急ぎて、いざ、ベツレヘム。 

 
“This is Noel” より第6曲 
「神は人となられた」 

 
神のみ子は、み座を降り、人の姿、とり給えり、 
贖いとなりたもう、へりくだりて。 
低きものも、高きものも、天使たちと共に歌えや、 
天なる喜び、声も高く、喜びの歌。 

 
 
聖書朗読  

 
一人のみどりごが私たちのために生まれた。 
一人の男の子が私たちに与えられた。 
主権がその肩にあり、その名は 
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「驚くべき指導者、力ある神 
永遠の父、平和の君」と呼ばれる。 
その主権は増し、平和には終わりがない。 
ダビデの王座とその王国は 
公正と正義によって立てられ、支えられる 
今より、とこしえに。 
万軍の主の熱情がこれを成し遂げる。 

(イザヤ書9章5～6節)

合  唱 聖 歌 隊 

“This is Noel” より第7曲 
「喜びの歌をうたおう」 

ハレルヤ
喜びの声上げ、新しき歌を。
高らかに歌えや、この良き調べを。
神の愛、神の平和、今ぞなれる。
たたえよや主のみわざ、共に集いて。
歌えや、祝えや、この良き日を歌えや。

説  教  「闇は光に勝たなかった」 久保田拓志牧師

祈  祷 

讃  美  111「神の御子は今宵しも」（一同起立）
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献   金 
 

主の祈り  ―献金の感謝に代えて－ 
 

A

てん
E天EAにまします A

われ
E我EAらのA

ちち
E父EAよ。 

A

ねが
E願EAわくは A

み
E御EAA

な
E名EAをあがめさせA

たま
E給EAえ。 

A

み
E御EAA

くに
E国EAをA

き
E来EAたらせA

たま
E給EAえ。 

A

み
E御EAA

こころ
E 心 EAのA

てん
E天EAになるごとく、A

ち
E地EAにもなさせA

たま
E給EAえ。 

A

われ
E我EAらのA

にち
E日EAA

よう
E用EAのA

かて
E糧EAを A

き よ う
E今日EAもA

あた
E与EAえA

たま
E給EAえ。 

A

われ
E我EAらにA

つみ
E罪EAをA

おか
E犯EAすA

もの
E者EAを A

われ
E我EAらがA

ゆる
E赦EAすごとく 

AE我E

われ
AらのA

つみ
E罪EAをもA

ゆる
E赦EAしA

たま
E給EAえ。 

    A

われ
E我EAらをA

こころ
E 試 EAみにあわせず A

あく
E悪EAよりA

すく
E救EAいA

い
E出EAだしA

たま
E給EAえ。 

A

くに
E国EAとA

ちから
E 力 EAとA

さか
E栄EAえとは A

かぎ
E限EAりなく A

なんじ
E 汝 EAのものなればなり。 

                                        アーメン 

 

報   告 
 
 
 
 
讃   美  112「もろびとこぞりて」（一同起立） 

 
－点    灯－ 
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祝   祷 

 

 

応   唱            聖 歌 隊 
 
「キャンドルライトキャロルより第3節」 

作詞・作曲：J. Rutter   訳詞：中西和樹 
 

まぶねに眠る主イエスを ベツレヘムにたずねよ 
まことの光来たり給う  み恵み溢るるこの日 
あめもつちも歌え共に  救い主を讃えて 
グロリア インエクセルシスデオ 今宵 御子 生まれ給う。 

 
 
                 
後   奏   
 
 J. S. Bach「クリスマスオラトリオ」より第64番 
      「今やすべては報われて」 

 

 （牧師・聖書朗読者・聖歌隊が退堂し終わりましたら、 
会衆は前にお座りの方から順にご退堂下さい） 



 

- 14 - 

教会案内 

 

主日礼拝  
日曜日 午前10：45～12：00 

 
教会学校  
幼稚科 (0歳より)・小学科・中高科 

 日曜日 9：00～10：15 
 
成人科 (入門講座) 日曜日 9：30～10：15 

 
聖書研究祈祷会 水曜日10：30～12：00 

 水曜日19：30～20：30 
 
主日礼拝では、共に御言葉に聞き、讃美と祈りを捧げます。 
教会学校では礼拝と年齢ごとに分かれた楽しい分級がありま
す。どの集会もすべての人に開かれています。 
どなたでもご参加下さい。 
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＊お願い  

1.  礼拝堂に入る前に手指の消毒にご協力ください。 
2.  携帯電話の電源はお切りください。  
3.  礼拝は終わりまで共にお守りください。  
4.  お立ちになるのが困難な方、ご無理な方は  

どうぞお座りのまま礼拝をお捧げください。  
 5. 礼拝中はマスクの着用にご協力下さい。  

 

日本基督教団 洛北教会 
牧師 久保田拓志     協力牧師 森里信生 

 
住  所     〒603-8146 京都市北区新御霊口町285-83 
電    話     (075)231-6676  Fax (075)223-5505 
ホームページ   http://rakuhoku-church.com 
メールアドレス  rakuhoku.kubota@gmail.com 


